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令和４年度 佐賀市エコプラザ運営委員会 会議録 

 

【開催日時】令和５年２月 1日（水） １４時００分～１５時４３分 

【開催場所】佐賀市エコプラザ ２階大会議室 

【委  員】（敬称略） 

      大渡啓介（委員長）、西村徹（副委員長）、大井手悦子、高原陽子、塚原眞、西村

洋子、広瀬邦彦、山口賢次 

【事 務 局】森環境部長、梶山環境副部長、立部環境政策課自然環境係長、馬場循環型社会推

進課長、石丸循環型社会推進課副課長兼総務係長、羽立循環型社会推進課３Ｒ推

進係長、小早川主任、大園主事、久保氏 

【エコプラザ委託業者：特定非営利活動法人さが環境推進センター】藤井氏、山口氏 

【傍 聴 者】なし 

 

午前１４時００分 開会 

 

【議事内容】 

議題１ 令和４年佐賀市エコプラザ事業実績の報告について 

 

〇事務局 

 ※資料のとおり説明 

 

〇委員長 

YouTube 動画配信について、海外からの視聴が多いということでしたけど、現在日本語のみ

配信になっています。外国語対応はされていないのでしょうか。 

 

〇事務局 

外国語対応はしておりません。ただ、海外からの視聴が多いごみピットやプラットホームの

動画など、説明等がなくとも、映像で想像でき海外の方からも、人気ではないかと思います。 

日本の清掃工場の技術は、今までが埋立て処理から焼却処理へ移行する流れにある海外や、

減容化まず焼却処理をして減容化する際に、エネルギーとして発電したり、佐賀市清掃工場だ

とＣＯ2 を活用するといったエネルギーの利活用が結構注目を浴びていて、恐らく政府関係者

の方々が視聴されているのかもしれませんが、政府関係者以外にもそういう関心層がもしかし

たらあるのかもしれません。 

 

〇委員長 

レンタル事業について、新たにベビーベットやチャイルドシートとか、貸出しされているみ

たいですが、レンタル期間はどれぐらいでしょうか。 
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〇委託業者 

ベビーベットやチャイルドシートに関しては、１区間を２週間とし、延長したい場合は、そ

の時予約が無ければ１回更新ができ、最高で１ヶ月間レンタルができます。 

 

〇副委員長 

YouTube 動画配信について、プラットホームの動画が５万回再生ぐらいされていることが、

すごく興味深いです。動画作成が平成２８年と少し何か古い感じがするので、もし予算がつけ

ば、その動画を生かした新しい動画とか、制作して欲しいなと思います。 

あと、令和４年１０月８日にゆめタウンさがで実施された、「～Plastic Smart Life さが～

楽しく！学んで！プラごみ削減キャンペーン 2022」についてですが、そういうイベントがあっ

たことを今回初めて知りました。市報とかも読むようにはしていますが、なかなか気づけない

こともあるため、今後、こういったイベントがある場合は、委員にメール等で事前に情報を発

信していただければ、周囲に宣伝して参加したりできますのでご検討ください。 

 

〇事務局 

確かにイベントとか単発ものとか、急に起こったりもしますので、それをどうやって、告知

していくのが非常に重要なテーマです。今後、委員の方々には情報発信をさせていただきたい

と思います。 

現在、佐賀市のＤＸ推進室がスーパーアプリの構築作業をしております。アプリの内容です

が、市の各行政の窓口の情報を一本化し情報発信するというものです。その中で、プッシュ通

知機能があり、このスーパーアプリを利用される方に対して、市の情報及びイベント情報等を

流せる機能があるそうです。今後こういったスーパーアプリも利用しながら情報発信をしてい

く必要があると思っています。 

また、佐賀市の公式ラインもあり、イベント情報等を発信していますが、まだまだ登録者数

は多くありません。課題もありますが、ＳＮＳ等をうまく活用しながら、情報発信していけれ

ばと思っております。 

また、イベント情報とは少し違いますが、佐賀市が導入しているごみの日などを確認できる

「５３７４（ごみなし）アプリ」について、現在 2万 5,000 台のパソコンやスマートフォンか

らのアクセスがあります。ごみの問題は、生活に密着するものなので、ごみ出しだけではなく

イベントなどの啓発にも使えないか今後の課題だと思っています。 

 

〇委員 

 先ほどの YouTube 動画の話について、既にアップしている動画を改変するのはなかなか難し

いと思います。例えば、問合せ先を各国の言葉で動画の最後の部分に追加したり、動画のトッ

プの説明部分に記入することで、動画に関する多くの問合せがあったり、もしくは視察の依頼

があったりするとか思います。あまりお金をかけられないと思いますので、このようなちょっ
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とした工夫で良いかと思います。 

 

〇委員長 

YouTube 動画は今後も、視聴が増えると思いますので、先ほど副委員長が言われていたよう

に、更新できるものであれば更新していただき、引き続き新規動画の投稿数も増やして頂けれ

ばと思います。 

動画もそうですが、情報発信は非常に重要だと思っています。ＱＲコードをパンフレットに

載せ、動画へ直接つながることは非常にいい仕組みだと思います。それをいかに市民が目にす

るのかが勝負で工夫が必要だと思います。先ほどパンフレットを学校見学に来た生徒全員に配

布した効果でリピーターが増えたと事務局からの説明がありました。大人も子供も最近は皆さ

ん、よくスマートフォンで動画視聴をされるため、もっと普及できるのではないかと思います。 

 

 

議題２ 今後の展開 

 

〇事務局 

 ※資料のとおり説明 

 

〇委員 

 YouTube 動画について、佐賀市の小中学校には１人１台端末が配付されております。学校教

育課の情報担当にかけ合って、エコプラザで作成した YouTube 動画のショートカットを、４年

生以上の生徒の使用する端末のデスクトップに置いてもらうと、子供たちの調べ学習時に有効

に使えるのではないかと思います。 

それから西九州大学と共同で環境紙芝居を作製された件について、西九州大からも小中学校

の教育実習生を受入れております。低学年向けの端末で紙芝居を観たり、あるいは実習生が紙

芝居を読み聞かせするなどの活用もできるのではないかと思います。 

４年生の社会科だけではなく、例えば４～６年生の科学クラブや５、６年生の環境委員会な

どの活動の中でも、このコンテンツが子どもたちの間に浸透していき、より環境意識が高まる

きっかけになるのではないか思いますので検討していただきたいです。 

 

〇事務局 

今回西九州短期大学と初めて連携し、環境紙芝居を作製させていただきました。作製して終

わりではなく、これをどうやって活用すれば良いのか、今後展開を考えていきたいと思います。 

教育実習の中で活用して頂くことも方法の一つだと思います。今回ＳＤＧｓにテーマを置いて

作製しました。ＳＤＧｓの内容は捉えにくいところがありますので、子どもたちにどうイメー

ジさせるのかということを考えて作製させていただきました。内容については、幼児向けと思

いましたが小学生にもちょうど良いぐらいの内容になっていますので、幅広に様々なご意見等
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伺いながら、活用させていただきたいと思います。 

 

〇委員長 

あまり子供を強く意識すぎなくても、子供を通して大人も勉強になると思います。未就園児

が対象だと、やっぱりそこまでわからないと思います。「何年か前に見たことあるなぁ」と記憶

が残るぐらいでいいのではないかと思います。 

紙芝居作製の費用について少し気になりました。ボランティアでの作製ですか。 

 

〇事務局 

原稿作製は西九州短期大学に無償でしていただき、印刷は市で予算を取って発注しておりま

す。大人にもとご意見いただきました。紙媒体の紙芝居を作製し各教育保育施設へ配布します

が、YouTube 動画での展開も考えております。狙いとしては、親がこれを子供に読み聞かせす

ることで、親自身もＳＤＧｓとは何かと感じ取ってもらう、２次的な効果を狙いたいと思って

おります。 

 

〇委員 

 エコプラザに来る来館者の数値は佐賀市の環境啓発具合を図るバロメーターの一つでもあ

りますが、やはり１番大きな課題は、市民や事業者の方々の環境意識の向上だと思います。エ

コプラザに来られる方については、ある程度環境意識の高い方と推察しますが、事業者も含め

市民全体の意識の状況について、何らかの形で測っておられるのでしょうか。 

 

〇事務局 

毎年４月に市民意識調査を実施し、その結果を環境基本計画の指針にしています。市民の中

で、環境に関する行動をとっているかという項目に関して、目標が約 80％ですが、実際は約

70％と伸び悩んでいるところです。中には環境に配慮した普段の行動を当たり前の行動として、

数値に挙げていない方もおられると思います。しかし、数値として目標を達成できていないた

め、さらなる普及啓発、環境行動をとってない、考えない人たちに対してアプローチをどうす

るかが今後の大きなテーマだと思います。 

 

〇委員 

当社である市の職員向けの研修を実施した際、研修の初めに「家庭でゼロカーボンを実施し

ていますか？」という質問をしました。その後、具体的にどういう行動がゼロカーボンにつな

がるかという検証をした後に、同じ質問をすると、実施しているという方が増えました。普段

当たり前にしている行動が「ゼロカーボンを意識した行動」に結びついたのだなと感じました。 

 

〇事務局 

当課で食品ロスの出前講座をする際、講座の初めに「食品ロス削減の行動を実施しています
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か？」と問うと皆さん手を挙げられないのですが、実は夕方スーパーで割引商品を買うことな

ど、日頃何げなくしていることが食品ロス削減の行動であると伝えると、ハードルが下がり、

自分が食品ロスに貢献出来ているという意識が変わられました。「ちゃんとできていますよ」

といった身近に感じて頂ける、かつ自己肯定感を高めるような啓発の工夫が必要であると思い

ます。 

 

〇委員 

 数年前はＳＤＧｓという言葉を大人も子供も知らなかったのですが、ここ２～３年の間に急

速に広まりました。私も保育園でＳＤＧｓの内容をどうやって子供達に伝えるか悩んでいまし

たが、ＳＤＧｓ中で子供達にも分かることを少しずつ話していくと、何となく子供達も意識す

るようになってきました。 

３年前にまた小さい保育園児に清掃工場（エコプラザ）を利用するには少し難しいと話して

いましたが、子供にも伝わりやすい紙芝居や絵本という形で、幼少の子供に向けた啓発に取り

組んで頂いてありがたいです。 

うちの保育園に環境のことが好きな保育士がおり、生活発表会で子供が取り組んだＳＤＧｓ

について発表しましたが、それを見ていた保護者が子供を通して学んでいると感じ取ることが

できたので、ＳＤＧｓを広めるためにできることを形にしていくことは大事だなと思いました。 

 

〇委員 

自分の子供が４年生で清掃工場の学校見学でパンフレットを貰って帰ってきたため、清掃工

場について話すきっかけになりましたが、パンフレットに YouTube 誘導するようなＱＲコード

がありませんでした。今どきは子供も大人もＱＲコードを見たらカメラを向ける時代なので、

パンフレットに訂正シールみたいにＱＲコードを貼っていただけたらと思います。最終処分場

のパンフレットにも、最終処分場の動画を作製しＱＲコードを貼ってはいかがでしょう。子供

達は学校ではスマートフォンを持っていないので家庭でＱＲコードを読み込むため、家庭での

学習にも繋がります。 

あと個人的なこととして、エコプラザ（清掃工場）来た際、ごみピットなど施設内の動画を

個人的にインスタグラムに投稿しています。すると海外の方から「これは燃やすのか？埋める

のか？燃えるごみなのか？」といったメッセージがたくさん届き、シェアされたり、タグ付け

などもして広げています。エコプラザについて興味がある方が海外や関東におられ、また近く

にこのような環境学習施設やごみ処理施設がない方からもメッセージが届きます。先ほどの委

員の意見でも挙がりましが、やはり問合せ先が必要だと思います。今どき電話をかけて質問さ

れる方は少ないので、やはり何語であっても時間かけて対応できるように、メールで問合せが

できたら良いと思います。様々な方の「知りたい」という要求に対応して欲しいです。 

 

〇事務局 

 清掃工場の紹介パンフレットにＱＲコードを付けると、動画を観て頂ける部分について発想
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がありませんでしたので、今後検討させていただきます。 

 

〇委員 

図書について、動画の視聴が増えると逆にペーパーベースのものの利用が減っていく傾向に

あると思います。例えば、親子で環境書籍の読書感想文大会などの行事し、積極的な図書の利

用を促すなどの仕掛けがないと、減少していくのではないかと思います。 

 

〇委員 

エコプラザの図書は、佐賀市立図書館のデータベースと繋がっており、図書館の検索機で調

べることができます。７年前エコプラザをリニューアルした頃から、そういう仕掛けをしてい

るのですが、なかなか来館に繋がりません。これからは、佐賀市立図書館や大学などにエコプ

ラザが出向いて、図書を活用してプラスチック問題や、３Ｒなど様々な環境問題を啓発してい

ければなと思っております。 

 

〇委員 

 本日最終処分場のパンフレットを頂きましたが、最終処分場は燃えカスを埋立てているのか。

佐賀市の最終処分場は嘉瀬にある一カ所だけなのか。最終処分場が一杯になって、埋め立てら

れなくなったらどうするのか。 

 

〇事務局 

最終処分場で現在埋立てているものは、割れた陶器やガラス類、ガラスくず、他には焼却灰

の中でも有害性がある飛灰を中和して埋立てています。それら以外のごみ（廃棄物）は資源と

してリサイクルしています。 

 あと場所については、嘉瀬にある一カ所のみとなっております。 

 

〇委員 

 パンフレットに書いてある飛灰について、燃えるごみを燃やすとき下に落ちる灰を主灰、空

気中に舞う灰を飛灰といいます。主灰は北九州のセメント工場に持っていき、セメントの中に

混ぜ込んで原料の一部としてリサイクルしています。飛灰は有害であるため、バイオ処理を行

い最終処分場で埋め立てています。 

 

〇事務局 

陶器やガラス類はリサイクルが難しいということで、現在佐賀市は埋立て処理をしておりま

す。しかし中には割れておらずまだまだ使用できる茶碗やガラスコップなどもごみとして搬入

されています。佐賀市は現在、リコージャパン株式会社と鹿児島県薩摩川内市のリサイクルの

業者である株式会社 ecommit と連携して実証実験しています。実証実験の内容は、佐賀市清掃

工場に持ち込まれた陶器類についてピックアップをして、リユースに回すことができるかとい
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った内容です。ピックアップしたものの中で、リユースできるもの、できないものがどれぐら

いの比率なのかを見ていますが、意外にリユースできる陶器類が多いと感じているところです。

リユースした陶器類について、国内、海外などで売却することで、今までごみとして埋め立て

たものが有価物として利用できるかもしれないということで、実証実験の結果も踏まえて話を

進めていく予定です。そのような工夫をしながらできるだけ最終処分場に埋め立てる量を減ら

していきたいと思っております。 

 

〇委員 

配布いただいた古着回収のチラシについて、今まで着なくなった古着は捨てたりリユースシ

ョップに持って行ったりしていたが、今回回収ポストが設置されるということで良い取り組み

だと思います。 

消費者グループの代表をしていますが、メンバーのほとんどが７０～８０代で、難しかった

り、時間がかかったりする無理な活動を企画すると、ややこしいと思われるので、簡単な活動

をするようにしています。日頃実施している環境に関する活動について、使い道のない古い和

布やタオルをある程度の長さに裂いて、それを三つ編みし、交互に組合せて鍋敷きや鍋掴みな

どを作り、皆さん喜ばれました。 

他にも食べ残しを減らすために、買い過ぎないこと、つくり過ぎないことなど、もったいな

いという意識を持つことなど、自分たちで無理なくできることを日々考え実践しています。 

 

〇委員長 

エコロジカルポンドについて、多くの鳥が定着していて良いなと思いましたが魚はいないの

でしょうか。また、ウォーキングができるように整備するなど、活用を考えてはどうでしょう

か。 

 

〇事務局 

エコロジカルポンドは調整池で、洪水や大雨の時に、そこに一時期に水をためて下流域に木

などが流れるのを防ぐ役目をしています。川みたいに常時流れがある場所ではないため、水が

淀んでおり、魚の生息には適しないのかもしれません。ただ、魚や水生生物などは少なからず

いるため、毎年どういった水生生物がいるかの観察会をしています。 

 

〇委員長 

佐賀市民の意識という話がありましたが、YouTub 動画など遠く海外からも視聴もあるぐらい

なので、逆に「佐賀市民ももう少し関心持ちましょう」といった感じのアピールをしたらどう

かと思いました。 

 

 

その他 
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〇事務局 

 本日配布したチラシについて説明させていただきます。 

先程少し委員様のほうから紹介がありましたが、一つが古着回収についてです。１月２１日

からイオン佐賀大和店にて古着の回収ボックスを設置しております。この事業の実施主体は、

先程陶器のピックアップで紹介しました株式会社 ecommit、それとリコージャパン株式会社で

連携して進められております。現行の古着の月２回ごみステーションでの収集に出す方法以外

の新たな選択肢としてご紹介しております。古着を写真のボックスに持っていき、ボックスの

上に置いてあるＱＲコードをスマートフォンで呼び込むと、ＬＩＮＥミニアプリの「さすてな

ポイント」が１ポイント貰えます。その１ポイントはイオン佐賀大和店で使える５％の割引の

クーポン券と交換ができます。 

本市としましては株式会社 ecommit と連携をし、この回収ボックスの設置場所を増やしてく

ため、リコージャパン株式会社と協力をしながら営業をしております。また設置場所が増え、

市民の皆様が古着回収により気軽に参加でき、資源循環が進むことは、まさにＳＤＧｓな取り

組みであると考えています。ご興味がありましたら一度、イオン佐賀大和店を是非のぞいてい

ただければと思います。 

次に、「ＳＡＧＡタベスケ」についての紹介です。これは食品ロス削減のマッチングアプリで

す。食品ロス多くは、半分強が事業所から出ています。その中には、当然食べ残しもあります

が、それ以外に売れ残り商品、賞味期限消費期限が近づいてしまった商品、製造事業者であれ

ば、規格外品など、商品としては市場に出せないけども味には全く問題なかったりするもの、

農家が作る野菜の少し形の崩れた商品など、様々な食品ロスが挙げられます。それらを店舗登

録後、スマートフォン上で割引価格にて出品できます。それをユーザーである市民が見て、こ

の商品を欲しいなと思ったら、端末上で予約をすれば、店で取り置きをし、客が期限までに店

舗に取りに行き購入するという流れになります。 

まだ登録店が７店舗程で、出品数はまだ少ない状況です。これから協力店やユーザーを増や

していきたいと思っています。チラシ上のＱＲコードで読んでいただければすぐ分かるかと思

いますので、ご紹介をさせていただきます。 

次に、株式会社ＪＥＰＬＡＮについての紹介です。蜂のキャラクターのマークがある会社が

株式会社ＪＥＰＬＡＮで、ペットボトルのリサイクルをしている会社で、日本で唯一のケミカ

ルリサイクル技術を採用されています。ペットボトルのリサイクルというのは、大体ペットボ

トルを溶かして、また別のものにリサイクルするのですが、ペットボトルからペットボトルに

リサイクルされるのは全体の２割ぐらいしかなく、ほとんど違うものに変わっている現状です。

株式会社ＪＥＰＬＡＮのケミカルリサイクル技術はペットボトルからほぼ１００％ペットボ

トルに戻し、しかも品質的には、石油から作るマージン素材とほぼ変わらないレベルでリサイ

クルできるため、半永久的にリサイクルが可能となります。来年度からは、ごみステーション

にて佐賀市で集めたペットボトルについては、株式会社ＪＥＰＬＡＮに搬出をして、ペットボ

トルからペットボトルへ１００％リサイクルをしていくということでご紹介をさせていただ
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きます。 

先程イオン佐賀大和店での古着の回収をされている株式会社 ecommi をご紹介させていただ

きましたが、この株式会社ＪＥＰＬＡＮについてもＢＲＩＮＧという蜂のマークを一つのシン

ボルマークとして、ペットボトルのリサイクルの他に、古着の回収もされています。市内にあ

るユニクロや無印良品などに、このＢＲＩＮＧマークの回収ボックスを設置し、古着の回収を

独自でされていますので、紹介をさせていただきます。 

次に、セブンイレブンとも提携をして、今市内のセブンイレブンの各店５５店舗程にペット

ボトル回収機が設置されています。ペットボトルを持って行き機械に投入するとペットボトル

５本に対し１ポイントの nanaco ポイントが付与されるというもので、是非ご利用いただきた

いと思っております。 

 

〇委員長 

回収ボックスについて、以前福岡県のレアメタルリサイクル審議会に参加をした際挙げられ

て意見として、大牟田市で小型家電の回収ボックスを十数個設置した際、心ない人か、気づか

なかった人なのか、ごみが入れられるとの意見がありましたのでその点注意された方が良いか

と思います。 

 

〇事務局 

 実は不思議なもので、例えば古着をステーション収集に出す場合、市民の感覚的には、資源

物というよりもどちらかと言えばもう要らなくなったごみに近い感覚で出している方が多く、

どうしても違反ごみに近い、違う燃えるごみが袋の中に混ざっていたりすることがあります。

ただこういう回収ボックスについては、ポイントが付与されたり、そこに価値があると考える

と、以外ときちんとしたものを持っていかないといけないという心理が働いて、ステーション

収集に比べるとボックス収集の方が異物混入が少なくなる傾向にあります。 

これはセブンイレブンのペットボトル回収機についても担当の方が同じように言われてい

ました。そのような行動心理を利用してきたいと思ってます。 

 

〇委員 

回収ボックスの近くに監視する方はいないのですか。出した後回収先で選別されるのですか。 

 

〇事務局 

回収ボックスの近くに監視する方はいないです。出した後は回収先である株式会社 ecommit

が最終的にリユースに回したり、リユース出来ない物は、伊藤忠商事と連携しリサイクル繊維

に戻すリサイクルをされています。 

 

これをもちまして、令和４年度佐賀市エコプラザ運営委員会を終了いたします。 


